
(57)【要約】

【課題】本発明の課題は、接続部の形状が小型化され、

狭隘箇所において、配線ケーブルの接続が可能となり、

低廉化が要求されるホームネットワークの用に供し易い

簡易接続型アダプタ及びケーブル配線方法を提供するこ

とにある。

【解決手段】本発明は、一方の配線ケーブルを他方の配

線ケーブルに接続する際、両方の配線ケーブルにそれぞ

れ接続されたフェルールの端面を突き合わせ、突き合わ

せたフェルール部分に被せられ両方の配線ケーブルのコ

アを調心する割りスリーブ１と、前記割りスリーブ１を

覆うように設けられ両方の配線ケーブルのフェルールを

固定するゴム管２とを具備することを特徴とするもので

ある。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 一 方 の 配 線 ケ ー ブ ル を 他 方 の 配 線 ケ ー ブ ル に 接 続 す る 際 、 両 方 の 配 線 ケ ー ブ ル に そ れ ぞ
れ 接 続 さ れ た フ ェ ル ー ル の 端 面 を 突 き 合 わ せ 、 突 き 合 わ せ た フ ェ ル ー ル 部 分 に 被 せ ら れ 両
方 の 配 線 ケ ー ブ ル の コ ア を 調 心 す る 割 り ス リ ー ブ と 、
　 前 記 割 り ス リ ー ブ を 覆 う よ う に 設 け ら れ 両 方 の 配 線 ケ ー ブ ル の フ ェ ル ー ル を 固 定 す る 弾
性 体 よ り な る 筒 部 材 と
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 簡 易 接 続 型 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 両 方 の 配 線 ケ ー ブ ル の 接 続 部 で の 繰 返 し 挿 抜 が 可 能 で あ る よ う に 割 り ス リ ー ブ 及 び 弾 性
体 よ り な る 筒 部 材 を 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 簡 易 接 続 型 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 両 方 の 配 線 ケ ー ブ ル の 接 続 点 で の 損 失 、 反 射 減 衰 量 な ど の 伝 送 特 性 に 影 響 を 与 え な い よ
う に 、 割 り ス リ ー ブ で 両 方 の 配 線 ケ ー ブ ル の コ ア を 調 心 す る と 共 に 接 続 点 の フ ェ ル ー ル 端
面 が 圧 接 す る よ う に 弾 性 体 よ り な る 筒 部 材 で 収 縮 力 を 付 与 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
又 は ２ に 記 載 の 簡 易 接 続 型 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 配 線 ケ ー ブ ル と し て 、 Ｓ Ｍ Ｆ （ シ ン グ ル モ ー ド 光 フ ァ イ バ ） 、 Ｍ Ｍ Ｆ （ マ ル チ モ ー ド 光
フ ァ イ バ ） 、 Ｐ Ｏ Ｆ （ プ ラ ス チ ッ ク 光 フ ァ イ バ ） あ る い は メ タ リ ッ ク ケ ー ブ ル の １ 心 あ る
い は 複 数 用 の 配 線 ケ ー ブ ル を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ に 記 載 の 簡 易 接
続 型 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 簡 易 接 続 型 ア ダ プ タ を 用 い て 、 建 物 内 に 配 線 ケ
ー ブ ル が 配 線 さ れ た こ と を 特 徴 と す る ケ ー ブ ル 配 線 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 戸 建 住 宅 、 ビ ル 構 内 な ど の 建 物 内 に 布 設 さ れ た 光 フ ァ イ バ な ど の 配 線 ケ ー ブ
ル を 接 続 す る 際 に 用 い ら れ る 簡 易 接 続 型 ア ダ プ タ 及 び ケ ー ブ ル 配 線 方 法 に 関 す る も の で あ
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 技 術 と し て は 、 戸 建 住 宅 、 ビ ル 構 内 な ど の 建 物 内 に 布 設 さ れ た 光 フ ァ イ バ な ど の
配 線 ケ ー ブ ル を 接 続 す る 際 、 各 々 の 配 線 ケ ー ブ ル の 一 端 に 取 り 付 け ら れ た Ｆ ０ ４ 形 単 心 光
フ ァ イ バ コ ネ ク タ 「 Ｓ Ｃ （ Ｓ ｉ ｎ ｇ ｌ ｅ 　 ｆ ｉ ｂ ｅ ｒ 　 Ｃ ｏ ｕ ｐ ｌ ｉ ｎ ｇ ） 形 光 コ ネ ク タ
」 な ど の コ ネ ク タ に つ い て 、 光 ア ダ プ タ を 介 し 、 機 械 的 に 接 続 し て い た 。 従 来 の 光 ア ダ プ
タ は 、 主 に 、 光 コ ネ ク タ に 付 随 さ れ て い る フ ェ ル ー ル な ど に 挿 入 さ れ た 光 フ ァ イ バ の コ ア
（ 中 心 軸 ） を 調 心 す る ス リ ー ブ と 、 光 コ ネ ク タ の 接 続 部 を 保 護 し 、 接 続 さ れ る 光 コ ネ ク タ
の 繰 返 し 挿 抜 （ コ ネ ク タ の 取 外 し ） が 可 能 と な る よ う な ハ ウ ジ ン グ （ 筐 体 ） な ど か ら 構 成
さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 戸 建 住 宅 、 ビ ル 構 内 な ど の 建 物 内 に お い て 、 布 設 さ れ た 光 フ ァ イ バ な ど の 配 線 ケ ー ブ ル
を 接 続 す る 際 、 十 分 に ス ペ ー ス が 確 保 さ れ た 場 所 で は 、 従 来 か ら 利 用 さ れ て い る 光 ア ダ プ
タ に よ る 配 線 方 法 は 可 能 で あ る が 、 ア ウ ト レ ッ ト 内 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス （ 日 本 工 業 規 格 （ Ｊ
Ｉ Ｓ ） Ｃ ８ ３ ０ ５ に 準 拠 、 形 状 ５ ６ × １ ０ ２ × ３ ５ ｍ ｍ ） 、 部 屋 間 管 路 内 な ど の 狭 隘 箇 所
で の 用 に 供 す る こ と は 困 難 で あ っ た 。 運 用 後 の 配 線 障 害 （ ケ ー ブ ル 断 線 、 損 失 、 反 射 減 衰
量 の 規 格 値 超 え な ど ） に 備 え 、 接 続 部 近 傍 で は 、 配 線 ケ ー ブ ル の 余 長 を 確 保 す る 必 要 が あ
り 、 余 長 収 納 ス ペ ー ス （ 例 え ば 、 光 フ ァ イ バ の 許 容 曲 げ 半 径 は ３ ０ ｍ ｍ 以 上 ） を 考 慮 し た
配 線 設 計 に つ い て 、 光 ア ダ プ タ の 形 状 が 相 対 的 に 大 き い た め 、 ア ウ ト レ ッ ト 内 ス イ ッ チ ボ
ッ ク ス 、 部 屋 間 管 路 内 な ど の 狭 隘 箇 所 で 実 施 す る こ と は 煩 雑 な 作 業 と な っ て い た 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 光 ア ダ プ タ と 配 線 ケ ー ブ ル の 先 端 に 取 り 付 け ら れ た 従 来 の Ｆ ０ ４ 形 単 心 光 フ ァ イ
バ コ ネ ク タ 「 Ｓ Ｃ 形 光 コ ネ ク タ 」 な ど の コ ネ ク タ の ハ ウ ジ ン グ に つ い て 、 繰 返 し 挿 抜 を 可
能 と す る た め 、 機 構 が 複 雑 （ 美 観 を 損 ね ） か つ 高 価 と な り 、 低 廉 化 が 要 求 さ れ る ホ ー ム ネ
ッ ト ワ ー ク の 用 に 供 す る こ と は 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の Ｓ Ｃ 形 光 コ ネ ク タ 技 術 と し て 非 特 許 文 献 １ が あ る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 日 本 電 信 電 話 （ 株 ） 研 究 開 発 推 進 部 企 画 編 集 　 「 Ｎ Ｔ Ｔ 技 術 ジ ャ ー ナ ル
第 ９ 巻 第 ７ 号 」 （ 社 ） 電 気 通 信 協 会 発 行 　 平 成 ９ 年 ７ 月 １ 日 　 ｐ ． １ ９ － ２ ３
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 戸 建 住 宅 、 ビ ル 構 内 な ど の 建 物 内 に 布 設
さ れ た 配 線 ケ ー ブ ル を 接 続 す る 際 、 接 続 部 の 形 状 が 小 型 化 さ れ 、 ア ウ ト レ ッ ト 内 ス イ ッ チ
ボ ッ ク ス 、 部 屋 間 管 路 内 な ど の 狭 隘 箇 所 に お い て 、 配 線 ケ ー ブ ル の 接 続 が 可 能 と な り 、 ユ
ー ザ な ど に と っ て 、 低 廉 化 が 要 求 さ れ る ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク の 用 に 供 し 易 い 簡 易 か つ 小 型
化 を 図 っ た 簡 易 接 続 型 ア ダ プ タ 及 び ケ ー ブ ル 配 線 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 の 簡 易 接 続 型 ア ダ プ タ は 、 一 方 の 配 線 ケ ー ブ ル を 他 方
の 配 線 ケ ー ブ ル に 接 続 す る 際 、 両 方 の 配 線 ケ ー ブ ル に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た フ ェ ル ー ル の 端
面 を 突 き 合 わ せ 、 突 き 合 わ せ た フ ェ ル ー ル 部 分 に 被 せ ら れ 両 方 の 配 線 ケ ー ブ ル の コ ア を 調
心 す る 割 り ス リ ー ブ と 、 前 記 割 り ス リ ー ブ を 覆 う よ う に 設 け ら れ 両 方 の 配 線 ケ ー ブ ル の フ
ェ ル ー ル を 固 定 す る 弾 性 体 よ り な る 筒 部 材 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 前 記 簡 易 接 続 型 ア ダ プ タ に お い て 、 両 方 の 配 線 ケ ー ブ ル の 接 続 部 で の 繰
返 し 挿 抜 が 可 能 で あ る よ う に 割 り ス リ ー ブ 及 び 弾 性 体 よ り な る 筒 部 材 を 構 成 し た こ と を 特
徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 前 記 簡 易 接 続 型 ア ダ プ タ に お い て 、 両 方 の 配 線 ケ ー ブ ル の 接 続 点 で の 損
失 、 反 射 減 衰 量 な ど の 伝 送 特 性 に 影 響 を 与 え な い よ う に 、 割 り ス リ ー ブ で 両 方 の 配 線 ケ ー
ブ ル の コ ア を 調 心 す る と 共 に 接 続 点 の フ ェ ル ー ル 端 面 が 圧 接 す る よ う に 弾 性 体 よ り な る 筒
部 材 で 収 縮 力 を 付 与 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 ま た 本 発 明 は 、 前 記 簡 易 接 続 型 ア ダ プ タ に お い て 、 配 線 ケ ー ブ ル と し て 、 Ｓ Ｍ Ｆ （ シ ン
グ ル モ ー ド 光 フ ァ イ バ ） 、 Ｍ Ｍ Ｆ （ マ ル チ モ ー ド 光 フ ァ イ バ ） 、 Ｐ Ｏ Ｆ （ プ ラ ス チ ッ ク 光
フ ァ イ バ ） あ る い は メ タ リ ッ ク ケ ー ブ ル の １ 心 あ る い は 複 数 用 の 配 線 ケ ー ブ ル を 用 い る こ
と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 本 発 明 の ケ ー ブ ル 配 線 方 法 は 、 前 記 簡 易 接 続 型 ア ダ プ タ を 用 い て 、 建 物 内 に 配 線 ケ
ー ブ ル が 配 線 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 簡 易 接 続 型 ア ダ プ タ 及 び ケ ー ブ ル 配 線 方 法 は 、 戸 建 住 宅 、 ビ ル 構 内 な ど の 建 物
内 の 部 屋 間 の 配 線 用 と し て 、 配 線 ケ ー ブ ル の 接 続 部 に お い て 、 従 来 の 光 ア ダ プ タ だ け で な
く 、 配 線 ケ ー ブ ル の 先 端 に 取 り 付 け ら れ た Ｆ ０ ４ 形 単 心 光 フ ァ イ バ コ ネ ク タ 「 Ｓ Ｃ 形 光 コ
ネ ク タ 」 な ど の コ ネ ク タ の 形 状 に つ い て も 形 状 を 簡 略 化 で き る 。 そ の た め 、 ア ウ ト レ ッ ト
内 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス 、 部 屋 間 管 路 内 な ど の 狭 隘 箇 所 で の 配 線 ケ ー ブ ル の 接 続 が 可 能 と な り
、 ユ ー ザ な ど に と っ て 、 低 廉 化 が 要 求 さ れ る ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク の 用 に 供 し 易 い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-164755 A 2005.6.23



　 以 下 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 簡 易 接 続 型 ア ダ プ タ を 示 し 、 （ ａ ） は 簡 易 接 続 型 ア ダ
プ タ を 構 成 す る 割 り ス リ ー ブ 、 （ ｂ ） は 簡 易 接 続 型 ア ダ プ タ 、 （ ｃ ） は 簡 易 接 続 型 ア ダ プ
タ の 使 用 例 で あ る 。 図 に お い て 、 １ は 割 り ス リ ー ブ 、 ２ は 弾 性 体 よ り な る 筒 部 材 の 一 例 と
し て の ゴ ム 管 、 ３ は Ｓ Ｃ 形 光 コ ネ ク タ で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 割 り ス リ ー ブ １ は 例 え ば リ ン 青 銅 や 、 ジ ル コ ニ ア セ ラ ミ ッ ク
等 に よ り 円 筒 状 に 形 成 さ れ る と 共 に 円 筒 状 の 側 壁 に は 軸 方 向 に １ 条 の ス リ ッ ト （ 割 り ） が
設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 前 記 割 り ス リ ー ブ １ の 周 囲 に は 円 筒 状 の ゴ ム 管 ２ が 覆 わ れ る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 一 方 の Ｓ Ｃ 形 光 コ ネ ク タ ３ は 他 方 の Ｓ Ｃ 形 光 コ ネ ク タ ３ に 図
１ （ ｂ ） に 示 す 簡 易 接 続 型 ア ダ プ タ で 接 続 さ れ る 。 す な わ ち 、 Ｓ Ｃ 形 光 コ ネ ク タ ３ は プ ラ
グ の 後 端 に 接 続 さ れ た 配 線 ケ ー ブ ル の 一 例 と し て の 光 フ ァ イ バ が 円 筒 棒 状 の フ ェ ル ー ル の
中 心 に 固 着 さ れ 、 こ の フ ェ ル ー ル の 先 端 部 が プ ラ グ の 先 端 か ら 突 出 し て 設 け ら れ る 。 し た
が っ て 、 プ ラ グ の 先 端 か ら 突 出 し た フ ェ ル ー ル の 先 端 部 を 円 筒 状 の ゴ ム 管 ２ お よ び 割 り ス
リ ー ブ １ の 両 端 か ら そ れ ぞ れ 挿 入 し 、 互 い に 突 き 合 わ せ る こ と に よ っ て 一 方 の 光 フ ァ イ バ
を 他 方 の 光 フ ァ イ バ に 接 続 す る 。 こ の 場 合 、 割 り ス リ ー ブ １ は 互 い に 突 き 合 わ せ た フ ェ ル
ー ル 部 分 に 被 せ ら れ る こ と に よ り 両 方 の 光 フ ァ イ バ の コ ア を 調 心 す る と 共 に 、 ゴ ム 管 ２ は
前 記 割 り ス リ ー ブ １ を 覆 う こ と に よ り 両 方 の 光 フ ァ イ バ の フ ェ ル ー ル を 固 定 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 尚 、 両 方 の 光 フ ァ イ バ （ 配 線 ケ ー ブ ル ） の 接 続 部 で あ る フ ェ ル ー ル で の 繰 返 し 挿 抜 が 可
能 で あ る よ う に 割 り ス リ ー ブ 及 び ゴ ム 管 （ 弾 性 体 よ り な る 筒 部 材 ） を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 両 方 の 光 フ ァ イ バ （ 配 線 ケ ー ブ ル ） の 接 続 点 で の 損 失 、 反 射 減 衰 量 な ど の 伝 送 特
性 に 影 響 を 与 え な い よ う に 、 割 り ス リ ー ブ で 両 方 の 配 線 ケ ー ブ ル の コ ア を 調 心 す る と 共 に
接 続 点 の フ ェ ル ー ル 端 面 が 圧 接 す る よ う に ゴ ム 管 （ 弾 性 体 よ り な る 筒 部 材 ） で 収 縮 力 を 付
与 す る よ う に 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 配 線 ケ ー ブ ル と し て 、 Ｓ Ｍ Ｆ （ シ ン グ ル モ ー ド 光 フ ァ イ バ ） 、 Ｍ Ｍ Ｆ （ マ ル チ モ
ー ド 光 フ ァ イ バ ） 、 Ｐ Ｏ Ｆ （ プ ラ ス チ ッ ク 光 フ ァ イ バ ） あ る い は メ タ リ ッ ク ケ ー ブ ル の １
心 あ る い は 複 数 用 の 配 線 ケ ー ブ ル を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 簡 易 接 続 型 ア ダ プ タ は 、 光 ア ダ プ タ に 内 蔵 さ れ て い る 割 り ス リ ー ブ １ と 、 割 り ス リ ー ブ
１ を 覆 う ゴ ム 管 ２ か ら 構 成 さ れ る 。 ゴ ム 管 ２ は 割 り ス リ ー ブ １ と 一 体 化 さ れ て お り 、 戸 建
住 宅 、 ビ ル 構 内 な ど の 建 物 内 に 布 設 さ れ た 光 フ ァ イ バ な ど の 配 線 ケ ー ブ ル を 接 続 す る 際 、
配 線 ケ ー ブ ル の 先 端 に 取 り 付 け ら れ た Ｆ ０ ４ 形 単 心 光 フ ァ イ バ コ ネ ク タ 「 Ｓ Ｃ 形 光 コ ネ ク
タ 」 な ど の コ ネ ク タ ３ に 付 随 さ れ て い る フ ェ ル ー ル な ど を 接 続 す る 。 機 能 的 に は 、 割 り ス
リ ー ブ １ で 、 各 々 の 配 線 ケ ー ブ ル の コ ア （ 中 心 軸 ） を 調 心 し 、 ゴ ム 管 ２ の 収 縮 力 で 、 各 々
の 配 線 ケ ー ブ ル を Ｐ Ｃ （ Ｐ ｈ ｙ ｓ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ｃ ｏ ｎ ｔ ａ ｃ ｔ ） 接 続 し 、 フ ェ ル ー ル を 固 定
（ 繰 返 し 挿 抜 が 可 能 ） す る 。 配 線 ケ ー ブ ル の 先 端 に は 、 Ｆ ０ ４ 形 単 心 光 フ ァ イ バ コ ネ ク タ
「 Ｓ Ｃ 形 光 コ ネ ク タ 」 な ど の コ ネ ク タ ３ を 記 載 し て い る が 、 光 コ ネ ク タ の 構 造 を 簡 略 化 （
ハ ウ ジ ン グ を 取 り 外 し 、 フ ェ ル ー ル の み の 形 状 ） し た 場 合 で も 実 施 可 能 で あ る 。 当 該 の 簡
易 接 続 型 ア ダ プ タ に よ る 接 続 は 、 配 線 ケ ー ブ ル の コ ア の 調 心 す る 機 能 を 有 す る 割 り ス リ ー
ブ １ が 担 っ て い る た め 、 接 続 部 に お け る 配 線 ケ ー ブ ル の 伝 送 特 性 （ 損 失 、 反 射 減 衰 量 な ど
） に 影 響 を 与 え な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 簡 易 接 続 型 ア ダ プ タ の ケ ー ブ ル 配 線 方 法 を 示 す 分 解 斜
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視 図 で あ り 、 図 ３ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 同 じ く 外 観 斜 視 図 で あ る 。 す な わ ち 、 有 底 筒 状 の ス イ
ッ チ ボ ッ ク ス ８ の 側 面 に 設 け ら れ た 配 管 １ １ を 通 し て 幹 線 ケ ー ブ ル １ ２ が ス イ ッ チ ボ ッ ク
ス ８ 内 に 導 入 さ れ 、 こ の 幹 線 ケ ー ブ ル １ ２ の 先 端 部 に は フ ェ ル ー ル ９ が 取 り 付 け ら れ る 。
前 記 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ８ の 内 面 に は 取 付 部 １ ３ が 設 け ら れ る 。 前 記 フ ェ ル ー ル ９ は ゴ ム 管
収 納 部 ７ 内 に 設 け ら れ た 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う な 簡 易 接 続 型 ア ダ プ タ １ ４ の 一 方 の 端 部 に
挿 入 接 続 さ れ る 。 前 記 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ８ の 開 口 部 に は ス イ ッ チ ボ ッ ク ス 取 付 枠 ６ 及 び フ
ェ ー ス プ レ ー ト 取 付 枠 ５ を 介 在 し て フ ェ ー ス プ レ ー ト ４ が 取 り 付 け ら れ る 。 こ の 場 合 、 前
記 ゴ ム 管 収 納 部 ７ 、 フ ェ ル ー ル ９ 及 び 幹 線 ケ ー ブ ル １ ２ は ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ８ 内 に 収 納 さ
れ る が 、 ゴ ム 管 収 納 部 ７ の 一 部 は フ ェ ー ス プ レ ー ト ４ の 窓 か ら 外 部 に 露 出 さ れ 、 簡 易 接 続
型 ア ダ プ タ １ ４ の 他 方 の 端 部 が 外 面 に 露 出 さ れ る 。 １ ０ は ユ ー ザ 端 末 側 の コ ネ ク タ に 接 続
さ れ た 配 線 ケ ー ブ ル で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ８ の フ ェ ー ス プ レ ー ト ４ に は ゴ ム 管 収 納 部
７ の 一 部 が 外 部 に 露 出 さ れ て い る 。 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 外 部 に 露 出 さ れ て い る ゴ ム
管 収 納 部 ７ に は 配 線 ケ ー ブ ル １ ０ の コ ネ ク タ が 挿 入 接 続 さ れ る 。
こ の 場 合 、 配 線 ケ ー ブ ル １ ０ の コ ネ ク タ か ら 突 出 さ れ 配 線 ケ ー ブ ル １ ０ に 接 続 さ れ た フ ェ
ル ー ル は ゴ ム 管 収 納 部 ７ 内 に 収 納 さ れ た 簡 易 接 続 型 ア ダ プ タ １ ４ の 他 方 の 端 部 に 挿 入 接 続
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ に は 、 ア ウ ト レ ッ ト 内 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス な ど の 狭 隘 箇 所 に 利 用 し た 例 を 示
す 。 フ ェ ー ス プ レ ー ト ４ 、 フ ェ ー ス プ レ ー ト 取 付 枠 ５ 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス 取 付 枠 ６ 、 ゴ ム
管 収 納 部 ７ （ 簡 易 接 続 型 ア ダ プ タ １ ４ を 装 備 ） 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ８ を 順 次 組 み 合 わ せ 、
配 線 ケ ー ブ ル の 幹 線 ケ ー ブ ル １ ２ を 成 端 す る ア ウ ト レ ッ ト （ 光 コ ン セ ン ト ） を 構 成 す る 。
そ こ で 、 幹 線 ケ ー ブ ル １ ２ の 先 端 に 取 り 付 け ら れ た フ ェ ル ー ル ９ が 、 簡 易 接 続 型 ア ダ プ タ
１ ４ を 介 し 、 ユ ー ザ 端 末 側 の 配 線 ケ ー ブ ル １ ０ と 接 続 さ れ る 。 た だ し 、 幹 線 ケ ー ブ ル １ ２
の 余 長 処 理 部 は 図 示 し な い が 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ８ 内 に 多 大 な ス ペ ー ス が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 簡 易 接 続 型 ア ダ プ タ に よ れ ば 、 戸 建 住 宅 、 ビ ル 構 内 な ど の 建 物 内
に 布 設 さ れ た 配 線 ケ ー ブ ル を 接 続 す る 際 、 接 続 部 の 形 状 が 小 型 化 さ れ 、 ア ウ ト レ ッ ト 内 ス
イ ッ チ ボ ッ ク ス 、 部 屋 間 管 路 内 な ど の 狭 隘 箇 所 に お い て 、 配 線 ケ ー ブ ル の 接 続 が 可 能 と な
る 。 ま た 、 複 雑 な 機 構 で あ る ア ダ プ タ と 光 コ ネ ク タ 双 方 の ハ ウ ジ ン グ （ 筐 体 ） が 不 要 と な
り 、 価 格 の 低 廉 化 に よ り 、 ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク の 用 に 供 し 易 く な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 例 そ の ま ま に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 段 階 で は そ
の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要 素 を 変 形 し て 具 体 化 で き る 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 例 に 開
示 さ れ て い る 複 数 の 構 成 要 素 の 適 宜 な 組 み 合 せ に よ り 種 々 の 発 明 を 形 成 で き る 。 例 え ば 、
実 施 形 態 例 に 示 さ れ る 全 構 成 要 素 か ら 幾 つ か の 構 成 要 素 を 削 除 し て も よ い 。 更 に 、 異 な る
実 施 形 態 例 に 亘 る 構 成 要 素 を 適 宜 組 み 合 せ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 簡 易 接 続 型 ア ダ プ タ を 示 し 、 （ ａ ） は 簡 易 接 続 型 ア ダ
プ タ を 構 成 す る 割 り ス リ ー ブ 、 （ ｂ ） は 簡 易 接 続 型 ア ダ プ タ 、 （ ｃ ） は 簡 易 接 続 型 ア ダ プ
タ の 使 用 例 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 簡 易 接 続 型 ア ダ プ タ の ケ ー ブ ル 配 線 方 法 を 示 す 分 解 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） ， （ ｂ ） は 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 簡 易 接 続 型 ア ダ プ タ の ケ ー ブ ル 配 線
方 法 を 示 す 外 観 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
１ 　 　 割 り ス リ ー ブ
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２ 　 　 弾 性 体 よ り な る 筒 部 材 の 一 例 と し て の ゴ ム 管
３ 　 　 Ｓ Ｃ 形 光 コ ネ ク タ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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